（Ｈ27年5月）

· 「日本サービス大賞」にチャレンジしてみては如何でしょうか？　
「日本サービス大賞」知ってました？（吉高由里子風に）

今や日本のＧＤＰと雇用の70％超を占め、日本経済を支えているサービス産業（いわゆる第３次産業）ですが、アベノミクスの成長戦略（日本再興戦略）からも今後ますますその役割は大きくなることが予想されています。しかし、その生産性は諸外国と比べてまだまだ低い水準にあり、日本経済全体の底上げのためにはその生産性をいかに向上させるかが大きな課題と言われています。
そこで、安倍首相が新たに創設を発表したのが「日本サービス大賞」という日本で初めての表彰制度です。サービス産業は、第１次産業（農業、林業、水産業、酪農業等）、第２次産業（工業、鉱業、建設業等）に属さない産業と捉えられるため、その業種は多岐に亘っています。その多種多様なサービスを共通の尺度で評価し、優れたサービスを表彰することで、その生産性の向上につなげようという試みです。表彰によって、消費者はサービスを選択する上でのひとつの尺度として活用でき、一方、サービスの提供事業者は自社サービスの「ブランド化」を図ることができます。イメージ的にはミシュランガイドを食事だけでなくサービス業全般に拡大したもの、というところでしょうか。
それでは「日本サービス大賞」の具体的な内容を以下にご説明します。
●表彰（全30件程度）

内閣総理大臣賞（1件）、地方創生大臣賞（8件程度）、総務大臣賞・厚生労働大臣賞・農林水産大臣賞・経済産業大臣賞、国土交通大臣賞（各1件程度）ＳＰＲＩＮＧ賞（主催団体「サービス産業生産性協議会」による表彰：15件程度）、審査員特別賞（数件程度）
●表彰対象

「優れたサービスをつくりとどけるしくみ」

例えば　・常識を覆すような、今まで見たことも聞いたこともないサービス

・「そこまでやるか！」という、細部までこだわりを持っているサービス

・忘れられない感動や喜びをもたらす物語性があるサービス

・お客様と一緒に双方向のコミュニケーションで価値を共に創るサービス

・これまでも、これからも長く愛され続けるサービス

・地域や社会の活性化に貢献し、市場の成長や雇用を生み出すサービス

●審査基準

１．「サービスの受け手の期待に対する達成度」・・・期待以上の成果
２．「サービスをつくりとどけるしくみ」・・・構造、プロセス、波及効果（雇用創出等）
３．「サービス産業の発展への寄与」・・・汎用性（他の事業者のモデルケースとなり得る）
審査はサービス企業の経営者、学識経験者等で構成された審査委員会によって行われます。
●応募のメリット

社内的なメリット：①国内最高クラスの表彰を受けるチャンスとなる
②表彰されることで従業員のやる気の向上、誇り、自信につながる

③応募を通じてサービスに対する新たな「気づき」を得る機会となる

対外的なメリット：①大々的な受賞セレモニーを通じて自社のＰＲにつなげられる

②厳格な審査を経ることでサービスの信用度がさらに増す
③サービスの「ブランド化」を図ることで他社と差別化できる

●スケジュール

応募期間：2015年7月1日～9月30日

審査期間：2015年10月～　　第1次審査、第2次審査、最終審査

受賞者発表・表彰式：2016年の春

たとえ結果的に受賞できなかったとしても、会社がひとつの目標に向かってまとまれる良い機会と考えれば、チャレンジしてみる価値は十分あると考えます。（工藤克己）
